
地域づくり（主に都市）における住民の主体的な行動を
促す要因として地域愛着の存在が指摘されている

集落活動および地域づくり活動の把握
有効回答数103部（回収率44.8％）⇒共分散構造分析
各人の地域との関わり方と地域に対する想いの把握

 

俵山温泉 

2-1 調査対象地

3. 地域愛着の概念整理と評価尺度の設定（目的➀）

4. 先行研究における地域愛着の醸成に影響を
及ぼす要因の整理（目的②）

■地域愛着の醸成に影響を及ぼす要因の抽出と分類

5. 農村地域における住民の地域愛着の醸成に影響を及ぼす要因の解明 （目的③）

2-3 調査・分析方法■研究目的

6. まとめと今後の課題

■まとめ
農村地域における住民の地域愛着の醸成に影響を及ぼす
要因とそれら要因間の関係性を解明した。定量・定性双方
の分析を用いることにより、実証性の高い結果が得られた。

■今後の課題
①本研究で得られた成果を他地域で検証する。
②住民の意識（地域愛着含む）が内発的な地域づくりの
行動に結びつくメカニズムの解明を行う。

[1]萩原剛・藤井(2005)：交通行動が地域愛着に与える影響に関する分析, 土木計画学研究・講演集, 32， [2]引地博之・青木俊明・大渕憲一(2009)：地域に対する愛着の形成機構,土木学会論文集D, 65(2), 101-110

※本研究は日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）16K07945「集落～校区圏における住民主導の計画理論の構築」（代表：九鬼康彰），基盤研究（B）24380125「内発的農村発展戦略に関する日英比較」
（代表：小田切徳美）の助成を受けたことを付記する。

5-1 共分散構造分析による因果構造の推定

山口県長門市俵山地区

1. はじめに

農村地域の内発的発展に向けた
住民の地域愛着の醸成に影響を及ぼす要因分析

―山口県長門市俵山地区を事例として―
○新里早映* 中島正裕** ルーク ディリー*** 安藤光義***

*東京農工大学大学院農学府 **東京農工大学大学院農学研究院 ***東京大学

2. 研究方法

“住民の内発性をどのように醸成し
具体的な行動につなげていくか”

先行研究では

(鈴木ら,2008 ; 豊田,2012 ほか)

人口：1064人（466世帯） 高齢化率：49％
面積：50.6㎢ 林野率：84.6％
産業：農業(米・果樹)、林業、温泉（2016年12月現在)

2-2 俵山地区の内発的な地域づくり

NPOを中心に福祉やグリーン・ツーリズム等、
住民主体で“誇りをもって住み続けられる地域”
を目指した活動が継続的に行われている。

3-1 地域愛着 (Place attachment ) の概念整理

※地域：旧市町村の範域

農村地域における住民の地域愛着に着目

3-2 地域愛着の評価尺度

目的① 地域愛着の概念整理と評価尺度の設定
目的② 先行研究における地域愛着の

醸成に影響を及ぼす要因の整理
目的➂ 農村地域における住民の地域愛着の

醸成に影響を及ぼす要因の解明

参与観察（インターンシップ参加： 2016/8/13～22）
アンケート調査（2016/11/4～8，20歳以上対象）

ヒアリング調査（2017/1/13～16，NPO理事等12名）

文献調査（地域愛着および関連概念に関する論文）

文献調査（地域愛着の醸成に関する論文） 62本(和文45, 英文17) ⇒アンケート設計

86本(和文26, 英文60)

(Hidalgo＆ Hernandez,2001 ;鈴木ら,2008 ほか)

各論者により加えられる要素

人間と地域との間の感情的なつながりであり、
段階的に深まる肯定的な心理

「人間と地域との間の感情的な絆またはつながり」
an affective bond or link between people and specific places  

・肯定的な感情である

・時間を伴って発達する

・心地よさや安心感を育む

・地域を支持する

・地域の未来を志向する
(園田,2002 ; 大森ら,2014)

共通

本研究
の定義

≪特徴≫

５件法(「1．全くそう思わない」～「5．とてもそう思う」)で評価

≪援用理由≫

定量分析により地域愛着に影響を及ぼすことが明らかとなって
いる項目(★印)をもとに地域愛着に関するアンケートを設計した。

要因 主な内容

景観
・四季の移り変わり
・幼い頃からなじみある風景(田んぼ、川等)

歴史的
風景

・昭和の情緒ただよう温泉街の町並
・日々の暮らしの中にとけこんでいる風景

住民
の人柄

・団結力と行動力が強い
・信頼できる

住民
との交流

・日常的な酒飲みや温泉の入浴
・地域活動を通しての人とのつながり

祭り・
イベント

・行事の後の飲み会
・地域行事による地域とのつながり

■定量的に抽出された要因

要因 主な内容

来訪者
との交流

・地域のよさ、かけがえのなさの発見
・地域への誇りを取り戻す

外部
との比較

・住民の人柄のよさ、まとまりのよさ
・温泉の質の良さ

子どもの
存在

・子どもと地域ですごした想い出
・子育て仲間との交流

環境の
変化

・中学校の統廃合によるショック
・人口減少や少子高齢化への危機感

○参考文献

≪結果≫

※（数字）：該当項目が地域愛着に影響を及ぼすことを示す論文の数

D.場所との関わり

・地域での様々な交流 (11)

・社会的つながり(7)

★地域活動への参加 (4)

★居住年数 (15)

★年齢 (13)

★性別 (4)

★職業 (4)

・住居形態 (4)

・地域特性 (4)

・想い出 (3)

・教養 (2)
・風土との関わり (4)

・幼少期の遊び (2)

・祭礼などの儀式 (2)

★自然景観や町並 (5)

★医療施設 (3)

★歴史を感じる風景 (2)

★地域のシンボル (2)

・旅行 (3)

・他集団との比較 (2)

・地域外への通勤 (1)

・徒歩利用 (5)

・車利用 (4)

・バス利用 (3)

・電車利用 (3)

★地域行事 (2)

★地元行政 (1)

・子どもの有無 (2)

・金銭的余裕 (2)

・健康状態 (1)

・主観的幸福感 (1)

・人種、宗教 (1)

・社会階級 (1)
・まち歩きや散歩 (2)

・自転車利用 (2)

・買い物 (1)

★来訪者との接触（1）

・外出の程度 (1)

F.人との関わり

E.生活環境評価

B.外部との関わりA.個人属性

・ライフヒストリー (1)

地域愛着

C.生活行為

★特産物 (2)

★知名度 (1)

★治安 (7)

★伝統的習慣 (6)

★地域住民の人柄 (2)

★出身地 (1)

長門市行政

都市住民

NPO法人ゆうゆう
グリーン俵山

湯町区自治会

集落営農組合俵山しゃくなげ園

JA俵山女性部

各自治会

俵山老人クラブ

花と緑の
ボランティア

道路サポーター

俵山法人
連絡協議会

集落支援員

長門市役所
俵山出張所

専門家

産直売店

公務員

俵山地区内

俵山地区外

俵山温泉

俵山温泉合名会社

観光協議会

俵山温泉旅館組合

俵山旅館組合

青年部
俵山発展促進協議会

道路美化 温泉街

俵山景観づくり委員会

農地水環境保全会

中山間直支協定参加自治会

俵山小学校

・・・ある一つの独立した住民組織
複数の住民組織あるいはそれらの幹部に
よって構成される組織

・・・

公民館

農作物

花の里づくり 里山・水保全

(Google map)

地域愛着の３元モデル（Scannell&Gifford,2010より引用）

人
・宗教的
・歴史的

・経験
・実現
・事件

・社会的領域
・社会的象徴

・自然
・建物

・近接維持
・場所の再構築

・記憶
・知識
・図式
・意味

・幸福
・誇り
・愛

感情

認知

行動個人

文化/
集団

社会的 物理的

場所
過程

地域愛着

地域愛着

選好

地域は住みやすいと思う

地域にお気に入りの場所がある

地域を歩くのは気持ちよい

地域の雰囲気や土地柄が気に入っている

地域が好きだ

地域ではリラックスできる

地域愛着

感情

地域は大切だと思う

地域に愛着を感じている

地域に自分の居場所がある気がする

地域は自分のまちだという感じがする

地域にずっと住み続けたい

地域愛着

持続願望
地域にいつまでも変わって欲しくないものがある

地域になくなってしまうと悲しいものがある

e15

.26

誇り

次世代
定住願望

e16

e17

感情

選好

持続
願望

通算居住年数

e14

e13

e12

χ2 =166.264 , df.=112, p<.001

CFI=.923 , RMSEA=.069

.87

.67

.59

.43

.80

.68

.53

.58

.56

.57

.54

.25

.55

.29

.53

.74
.23

.18

.37

.35

.27

.34

.06≦ β

.04≦ β <.06

β <.04

.68

地域に対する評価

景観

歴史的風景

特産物

e1

e3

e2 土地に
対する印象

シンボル

伝統的習慣

祭り・イベント

来訪者との交流

治安

行政

住民の人柄

住民との交流

e4

e5

e6

e7

e8

e10

e9

e11

社会に
対する印象

直接観測した変数

仮定上の変数

観測変数

潜在変数

誤差変数

※数値は標準化推定値
（5％水準で有意）

5-2 口述データによる要因抽出

定
量
分
析
の
対
象
で
あ
っ
た

が
抽
出
さ
れ
な
か
っ
た
要
因

■定性的に抽出された要因

定量・定性
双方から
分析する

・肯定的な感情を
含んでいる

・時間軸が考慮
されている

・農村計画に近い
複数の分野（都市
計画、土木計画等）
において援用され
ている

・都市地域との比較
が可能である

「総論賛成・各論不在」(小田切,2012)

2005年

「地域再生法」
＼地域でできることは地域で／

農村地域の内発的発展

萩原ら（2005）が用いた
評価尺度を援用する

定性分析により抽出

景観
歴史的
風景

住民の
人柄

住民
との交流

祭り・
イベント

環境の
変化

子どもの
存在

外部
との比較

来訪者
との交流

定量分析により抽出

5-3 要因間の関係性

➊ ➋
➌

➍
➎ ➏ ➐

➓
➒

➑

・地域愛着は段階的に醸成される
【選好】→【感情】→【持続願望】

・【通算居住年数】が地域愛着に
及ぼす影響は比較的小さい

・【社会に対する印象】の方が
【土地に対する印象】より
地域愛着に及ぼす影響が大きい

・ 特に【景観】【歴史的風景】
【住民の人柄】【住民との交流】
【祭り・イベント】に対する評価が
地域愛着に影響を及ぼす

■地域愛着に関する現場の声

ヒアリング

選好

➊ 当たり前の景観が来訪者から高く評価されて嬉しい
➋ レトロな町並みが来訪者から高く評価されて嬉しい
➌ イベントでたくさんの人が来ると活気が出て嬉しい
➍ 子育てを一緒にしてきた仲間がいて心強い

感情

➎ 他地域と比べて住民の団結力が強く感心する
➏ 他地域と比べて人のつながりが強く居場所を感じる
➐ 子どものためにイベントを企画したり参加したりする
➑ 集まって行事をした後で飲めるのがまた楽しい

持続
願望

➒ 少子高齢化が著しいが景観の荒廃は防ぎたい
➓ 温泉あっての俵山。温泉がなくなる事が一番いけん

地産地消
雇用創出

里山ステー
ション俵山

交流拠点


